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給食を食べる子どもたちへ給食を食べる子どもたちへ

今回は、北日本フードサービス
株式会社に勤め、学校給食セン
ターでチーフとして現場を指揮す
る小ケ口範之さんに話をお聞きし
ました。

私自身を育ててくれた給食私自身を育ててくれた給食

ここに書ききれないエピソードや写真は
当別町ホームページ「現代を活きる＋

プラス

」
でご覧ください。

こ け ぐ ちこ け ぐ ち のりゆきのりゆき

　三笠市出身で、親の仕事の関係
で小学６年生の時に太美に移住
し、西当小、西当中、当別高校を
卒業しました。高校卒業後は、町
外に出て一人暮らしをしながら仕
事をしていましたが、転職を機に
当別町に戻り、再度の転職を経て
12年ほど前から給食センターで
勤務しています。
　ここで勤務をする前は、接客業
やデスクワークをしており、転職
の際は、様々な業種の企業からお
声がけをいただいていました。た
だ、知人から給食センターで働い
てみないかと紹介があり、私自身
が当別町の給食で育った１人とし
て懐かしさもあったので働いてみ
ようと思い、現在に至ります。

給食センターでは給食センターでは

　作っている調理員たちは、皆さ

とべっこランチにかける想いとべっこランチにかける想い

　給食センターでは、調理や配膳、
処理施設の管理をすることなどが

主な業務です。
　調理は、一般の家庭料理と違っ
て大量の食材を扱うので、煮崩れ
や味付けの難しさ、異物混入の防
止など細心の注意が求められま
す。大変ではありますが、子ども
たちの健康を支えるやりがいのあ
る仕事だと思います。

　栄養士が提案したメニューや味
付けに従って調理するのが、私た
ちの仕事です。その中で、今年度
から始まった月に１度のとべっこ
ランチは特別なものです。地産地
消の取り組みに携わる中で、子ど
もたちにも町で生産されている食
材の美味しさを知るきっかけや、
10月の給食で出たフィスクソッ
パなど、普段の給食では味わえな
い料理に触れるお手伝いになれば
と思います。
　また、私自身も初めて聞く料理
や町内で生産されている食材の新
しい発見もあり、楽しみにしてい
る日でもあります。

んが給食を食べている様子は残念
ながら見ることはできませんが、
空っぽのスープの缶やおかずの容
器を見ると「美味しく食べてくれ
たね」と嬉しくなります。特に、
返却された食器などと一緒にお礼
の手紙が添えられていた時は、と
ても嬉しかったです。
　嫌いなものや苦手な料理もある
かと思いますが、調理員一同、心
を込めて作っているので、美味し
く食べてもらえると嬉しいです。

これからの目標これからの目標

　チーフになった時に決めた目標
が「美味しい給食づくり」でした。
実を言うと私は、給食が苦手で良
い思い出があまりありません。私
のような子がいるのであれば、少
しでも楽しみな時間にしてあげた
いのと、給食が好きな子はさらに
好きになってもらいたい一心で、
日々試行錯誤しています。
　大人になった時、給食を思い返
して「あのメニュー美味しかった
な。こんなことあったよね」など
楽しい思い出になるよう、これか
らも美味しい給食づくりを目標
に、日々精進します。
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